
科目 講師 提出
25年 月 日

学科 学年
前期
後期

＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 60 ％ 演習 40 ％ 実習 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　　　％）20％）

↳ （ ）

＜教員紹介＞

出席率

㈱JTB在籍時は複数店舗で店長を務め、人財育成にも携わる。当校では国際観光ビジネス科担任の経験を活かし、現在は進路指導に従事。

レポート（　　　 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　　　％） 受講態度（　80　　％） 作品（　　　　　％）

15 個別指導 個別指示

志望企業の企業研究、面接対策

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（　　　％） 小テスト（　　　　　％）

13 個別指導 個別指示

14 個別指導 個別指示

11 コミュニケーション「面接の質問」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

12 個別指導 個別指示

9 コミュニケーション「面接の質問」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

10 コミュニケーション「面接の質問」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

8 コミュニケーション「面接の質問」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

6 コミュニケーション「グループディスカッション」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

7 コミュニケーション「面接の質問」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

4 コミュニケーション「業界企業研究」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

5 コミュニケーション「面接の基本動作」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

3 コミュニケーション「自己分析」
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

1 43期生内々定状況・就活振り返り（成果と反省）・内定後の留意事項（レポート作成・自己啓発・過ごし方）・Canbus使用方
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

2 最新求人情報・その他就活関連情報の共有
就職活動テキスト
学生必携ハンドブック

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

※就職についての理解と具体的なリアクション
　　➡日本で就職する意義を認識し、自身のライフ＆キャリアイメージを形成できる。最終的に目標とする業界・企業に内定する。
※就職活動における意識と行動
　　➡社会人として思考・発言・態度・身なりに到達している。

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

就職活動の基礎を学び、実践に向けたトレーニングを行う。幅広い範囲でツーリズム業界での就業を目指す。

※座学（説明を受ける）とコミュニケーション（自身をアウトプットし相手に理解してもらう）を組み込む
※必要な就活情報をタイムリーに紹介する（日経・業界雑誌等）

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

国際観光ビジネス訪日科 2年
○ 講義時限数 15

単位数 2

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

就職ガイダンス 羽吹 真由美
2 17

授業の方法 講義


